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はじめに

発達障害者については、平成17年４月から発達障害者支援法が施行され、就労に関する
支援が行われるよう必要な措置を講じることが国及び都道府県の責務とされ、また国は発
達支援の方法等に関する必要な調査研究を行うこと（第３条第２項及び第24条）とされま
した。このような施策の一環として、独立行政法人　雇用・能力開発機構　職業能力開発
総合大学校　能力開発研究センターは、平成18年度からの事業として「発達障害者に対す
る効果的な職業訓練の在り方に関する研究会」を設置し、発達障害者支援センター等の関
係機関と連携した職業訓練受講ルートの確立及び障害に対応した職業訓練指導の在り方に
関して調査研究を実施することにしました。この事例集は、2年次計画で進められる調査
研究の初年度の成果をまとめたものです。
皆さまもご存知のように、発達障害者に関する施策を確立するための課題の一つは、こ
の障害に固有な手帳がない現状で有効な支援方法を開発しなければならないということに
あります。療育手帳や精神障害者保健福祉手帳の交付を受け、障害者の雇用の促進等に関
する法律（以下、障害者雇用促進法と略記）による雇用率にカウントされている人びとも
少なくないが、実際には障害者手帳を有さず、適切な支援を未だに受けていない人のほう
が圧倒的に多いわけです。就職後に職場で十分に理解されないために苦しんでいる人びと、
発達障害の診断を受けるまでに何度も離職経験を持つ人が多いことが指摘されています。
その中には就業に対して自信を失い、離職後に引きこもりや鬱の症状を訴える等の２次的
障害を訴える人も少なくありません。このような現状において、職業リハビリテーション
の一環として発達障害者に対する有効な職業訓練の方法を開発することは、緊急な課題で
あるといえます。
また、学校教育法が改正され、平成19年４月から特殊教育が制度的に特別支援教育に転
換されました。この改革により旧来の特殊教育の対象が大幅に拡大され、学習障害（LD）、
注意欠陥／多動性障害（ADHD）、知的障害を伴わない高機能自閉症等の発達障害のある
児童生徒の支援が実施されるようになりました。これらの児童生徒の多くは、支援の過程
で適切な方法による発達障害の診断を受けることが可能になるでしょう。発達障害のある
青年たちの高等学校卒業後の、あるいは高等教育終了後の進路保障の課題を考えれば、能
力開発（職業訓練）領域における支援方法の開発に対しては、ますます大きな期待が寄せ
られるものと考えられます。
障害者雇用促進法におけるジョブコーチ事業、トライアル雇用事業や職業能力開発促進
法における委託訓練等は、障害者手帳を所持しない発達障害者に対しても適用されるサー
ビスであるが、まだ十分に活用されてはいません。今回の調査研究による効果的な職業訓
練の開発は、これらのサービスの活用と拡充にもつながるものといえます。
この事例集は先に触れたように２年次計画の初年度の研究成果をまとめたもので、いわ
ば中間報告の性格をもっています。
主な内容は、第１章　「発達障害」とはどのような障害か、 第２章　発達障害のある
人の就労について、第３章　発達障害のある人に対する職業訓練について、の３章構成に
なっています。訓練事例や実際の支援に係わる検討は主として第3章で取り上げられてい
ます。わが国における発達障害研究は、教育・福祉・職業等の領域における関係施策の成
立と関係しながら本格的な展開をしてきています。しかし発達障害に関する概念や用語の
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使い方に関してまだ正しい理解が定着してない現状を考え、第１章では医学領域等におけ
る発達障害研究の成果をわかりやすく解説しました。第２章では現時点での発達障害のあ
る人びとの就労等の施策やサービスの展開の中で得られた知見をまとめてあります。第３
章で示された事例と支援の実際が活用される場合に、障害理解の基礎として第１章と第２
章の解説が役立てば幸いです。

2007年３月

発達障害者に対する効果的な職業訓練の在り方に関する研究会
座　長　　松矢勝宏
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